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増える取り組み、増えぬ外国人観光客

伝え、広める。ご縁の国で見た日本酒の世界

　「魅力があっても、それだけで課題が解消され
るわけではない。リアルな今の姿と共に見えてき
たのは、未来へ伝える活動の数々。ＦＬＰジャー
ナリズムプログラム松田ゼミ島根取材合宿リポ
ート第2弾です」
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島根の〝歴史〞を、
〝未来〞へ繋ぐ

松田ゼミ  取材合宿リポート
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FLPジャーナリズムプログラム松田ゼミ

参拝者などでにぎわう出雲大社
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島根県庁にて。左から岡寿典さん、深田大貴さん、桑本祥代さん

増える取り組み、
増えぬ外国人観光客 蓮沼沙菜（法学部３年）

　「魅力を伝えたら人が来るという

話ではなくて…」

　島根県庁商工労働部観光振興課

国際観光グループ主任の桑本祥代

さんは話す。

　島根県の外国人延べ宿泊者数は

2016年に58,310人と全国46位、そ

れ以前は最下位である47位が９年

間続き、今もなお苦戦を強いられて

いる。

　しかし、国内からの宿泊者数を含

めると40位。他県に比べなお低い順

位ではあるが、国内からの観光客数

として見てみると3,466,560人。島根

県に魅力を感じ、島根県を訪れてい

る人は決して少ないわけではない。

　では、なぜ外国人観光客数は少な

いままなのだろう。島根の現在と未

来をみる。

島根県のリアル

　島根県には歴史ある由緒正しい

寺社仏閣が数多くある。

　代表的なものとして、縁結びの神

様として知られる出雲大社がある。

隠岐の島などの美しい自然、松江城

や周辺に広がる武家屋敷など、昔な

がらの街並みも残っている。

　これらの観光資源は、様々な文化

や価値観にアピールする魅力とな

り、日本に何度も訪れて新たな日本

の一面を知りたいと考える外国人観

光客を惹きつけている。

　例えば、縁結びの概念がフランス

人には理解しにくい。しかし、歴史を

学ぶことに熱心なフランス人にとっ

て、日本の歴史・伝統文化体験がで

きることは魅力的に映る。

　このように様々な文化や価値観に

合わせた魅力発信ができるように、

島根県庁は島根の魅力を模索中だ。

　一方で、空港から観光地に行きづ

らいという課題が存在する。

　電車に関しては、30分に１本程度

の運行であるので、今すぐ乗りたい

と思ってもなかなか電車がこない。

　バスについては便数の少なさだけ

でなく、時刻表やバス停の表記が外

国語に対応していないところが多い

という問題がある。

　そのために、外国人観光客が目的

地にたどり着く交通手段は、タクシー

やレンタカーが多い。観光資源はあ

るが目的地に到達することは難し

い。それが現実だ。

ひ
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FLPジャーナリズムプログラム松田ゼミ

山陰インバウンド機構にて。左から津森仁さん、梅林英教さん

マイナスをプラスに

　「時間のかかる鉄道の、のんびりし

た移動も旅の魅力の一つと考える」

　山陰インバウンド機構マーケティ

ング部課長・梅林英教さんは話す。

　例えば、寝台特急『サンライズ出

雲』で東京から出雲まで行くとなると

約12時間かかる。飛行機を利用す

れば、わずか２時間で行くことが可

能だ。

　しかし、『サンライズ出雲』の人気

はいまだ衰えない。夜になっても町

明かりが絶えない東京から東海道沿

線を走り抜け、朝目覚めると中国山

地の山間に囲まれている。

　のんびりした時間もつかの間に

雄大な日本海が目に飛び込んでき

て、終点の出雲に近づくと宍道湖畔

の美しい風景を楽しむことができ

る。このように移動時間が長いとい

うマイナスを、景色をゆっくり楽しむ

ことができるというプラスの魅力に

変えている。

　宿泊施設の老朽化問題やキャパ

シティも課題となっている。前もって

予約された国内観光客のホテルを

確保するだけで精いっぱい。

　直前になって訪れることが多い外

国人観光客が泊まれるホテルが少

ない、とは山陰インバウンド機構事

務局次長兼マネージメント部長・津

森仁さん。

　近年、外国人観光客は団体旅行で

はなく個人旅行が増えてきている。

団体旅行の場合、その団体旅行者全

員が同質の部屋に宿泊できるように

手配しなければならない。だが、個

人旅行なら、それぞれに合わせた空

き室の提供が可能だ。

　マイナスをプラスに。この逆転の

発想が地方の外国人観光客誘致に

は必要な視点だ。

将来を見据えて

　「外国人をとにかく増やさないと

いけないのかどうかというのが島根

県にはある。日本人がずっと来てくれ

ているのであれば、それはそれでも

良いのではないか」と津森さんは語

る。

　宿泊施設の数を増やせばよいが、

投資は期待できない状況だ。それ以

上に、現状では日本人の観光客で上

手くまわっている。そのため、まずは

日本国内に島根県をアピールするの

も手と話す。

 しかし、日本の人口は将来さらに減

少していく。いつまでも日本人観光

客だけをターゲットにはしていられ

ない。その先を見据えて、外国人観

光客をどう取り入れていくか。そこが

ポイントだとも津森さんは話す。

　そこで、「縁の道～山陰～」という、

国が認定した外国人観光客向けに

紹介しているルートを推している。

　これは鳥取県、島根県から山口県

萩市までの地域が対象で、２つのモ

デルコースを提案し、そのコースを

回わってもらおうとする取り組みだ。

　山陰インバウンド機構は2016年

に設立されたばかりだ。この「縁の道

～山陰～」も2016年に観光庁に認

定された。

　島根県の外国人観光客誘致の取

り組みはまだ始まったばかりだ。これ

から変化していく島根県に目が離せ

ない。

えん

えん








